様式第１号－1－①（第７条関係）

　令和X年X月XX日
公益財団法人あきた企業活性化センター　理事長　様
（申請代表者）
所在地　〒xxx－xxxx
秋田県△△市□□×丁目×番×号
名称　　株式会社○○
代表者職・氏名　代表取締役 □△ ×○
担当者　　○○　○○
TEL　xxx－xxx- xxxx　　FAX xxx－xxx- xxxx
E-mail xxx@xxx.jp
（連携申請者）

所在地　〒xxx－xxxx
秋田県△△市□□×丁目×番×号
名称    農事組合法人○○
代表者職・氏名　代表理事　○○　○○
　　あきた農商工応援ファンド支援事業計画申請書
　あきた農商工応援ファンド支援事業交付要領第７条の規定に基づき、事業計画書を次により申請します。
１　助成事業の種類
　　令和６年度　農商工連携支援事業　　　　

２　助成事業に要する経費
　　　　　　
　　　金2,112,200円　　うち、　特定費用　金1,573,200円
３　助成金交付申請予定額

　　　金1,000,000円　うち　概算払い希望額　金300,000円
４　助成事業の実施期間
交付決定日　～　令和X年X月XX日　　（１年間事業）
５　事業計画等
別紙のとおり
　※様式第１号－２－①、同－３－①、同－４－①、同－５－①、同－６－①を添付する。

誓　約　書

　　　年度あきた農商工応援ファンド支援事業の実施にあたり、次のことについて誓約い
たします。
１．国税及び地方税について
　（以下の該当する項目の番号を○で囲んでください。）
　（１）記入日現在における国税及び地方税の滞納はありません。
　（２）記入日現在において以下のとおり滞納がありますが、今後、課税庁の了承した納入計画に基づいて納付します。また、このことについての調査を貴職が行っても異議はありません。
	税金名
	課税年度
	納期
	延滞額（千円）
	今後の納付計画

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　


※　課税庁が認めた納入計画を添付してください。
２．県及び公的金融機関からの融資について
　　（以下の該当する項目の番号を○で囲んでください。）
　（１）記入日現在において県及び公的金融機関からの融資は受けていません。
　（２）記入日現在における県及び公的金融機関からの融資を受けていますが、債務の不
　　　履行はありません。
　（３）記入日現在において以下のとおり債務の不履行がありますが、今後、債権者の了承した返済計画に基づいて返済します。また、このことについての調査を貴職が行っても異議はありません。
	債権者名
	借入年度
	納期
	不履行額（千円）
	今後の返済計画

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　


※　債権者が認めた返済計画を添付してください。
３．反社会的勢力の排除について
　次の各号のいずれかに該当する者ではありません。
一　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「暴力団対策法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）
二　暴力団員（暴力団対策法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）
三　暴力団準構成員（暴力団員以外の暴力団と関係を有する者であって、暴力団の威力を背景に暴力的不法行為等を行うおそれがあるもの又は暴力団若しくは暴力団員に対し資金、武器等の供給を行うなど暴力団の維持若しくは運営に協力し、若しくは関与するものをいう。以下同じ。）
四　暴力団関係企業（暴力団員が実質的にその経営に関与している企業、暴力団準構成員若しくは元暴力団員が経営する企業で暴力団に資金提供を行う等暴力団の維持若しくは運営に積極的に協力し若しくは関与するもの又は業務の遂行等において積極的に暴力団を利用し、暴力団の維持若しくは運営に協力している企業をいう。）暴力団の維持若しくは運営に協力している企業をいう。）
五　総会屋等（総会屋その他企業を対象に不正な利益を求めて暴力的不法行為等を行うおそれがあり、市民生活の安全に脅威を与える者をいう。）
六　社会運動等標ぼうゴロ（社会運動若しくは政治活動を仮装し、又は標ぼうして、不正な利益を求めて暴力的不法行為等を行うおそれがあり、市民生活の安全に脅威を与える者をいう。）
七　特殊知能暴力集団等（暴力団との関係を背景に、その威力を用い、又は暴力団と資金的な繋がりを有し、構造的な不正の中核となっている集団又は個人をいう。）
八　前各号に掲げる者と次のいずれかに該当する関係にある者
イ　前各号に掲げる者が自己の事業又は自社の経営を支配していると認められること
ロ　前各号に掲げる者が自己の事業又は自社の経営に実質的に関与していると認められること
ハ　自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって前各号に掲げる者を利用したと認められること
ニ　前各号に掲げる者に資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関与をしていると認められること
４．現在、この申請の内容と同種同様の助成金等や受託事業は受けていません。
５．過去にあきた農商工応援ファンド支援事業において、同種同様の助成金は受けていません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇月〇日
公益財団法人あきた企業活性化センター理事長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所在地　秋田県△△市□□×丁目×番×号
　　　　　　　　　　　　　　　　名称　　株式会社○○
代表者職・氏名　代表取締役 □△ ×○
農商工連携支援事業計画書

１　事業申請者等の概要

	（１）中小企業者等
	申請代表者

	
	事業者名
	株式会社○○

	
	代表者の職名・氏名
	代表取締役 □△ ×○

	
	所在地
	〒xxx－xxxx
秋田県△△市□□×丁目×番×号

	
	設立年月日
	昭和XX年X月X日

	
	資本金（出資金）
	○○○円

	
	財務状況
（単位：千円）
	項目
	決算年度

	R5
	R4
	収支が赤字の場合の理由

	
	
	収入
	60,000
	45,000
	R4年度は原材料価格高騰を価格に転嫁できず、支出増となった

	
	
	支出
	55,000
	46,000
	

	
	
	収支
	5,000
	-1,000
	

	
	従業員数
	役員
①
	従業員数　②
	総計
①＋②
	備考

	
	
	
	正社員
	その他
	計
	
	

	
	
	2
	5
	5
	10
	12
	

	
	連絡先

	
	
	担当者職・氏名
	○○　○○

	
	
	担当者所属部署名
	××課

	
	
	電話番号
	xxx-xxx-xxxx

	
	
	ＦＡＸ番号
	xxx-xxx-xxxx

	
	
	E-mailアドレス
	xxx@xxx.jp

	
	
	ウエブサイトURL
	https;//xxx.xxxxx.jp

	（２）農林漁業者
	連携申請者

	
	氏名または団体名
	農事組合法人▲▲

	
	代表者の職名・氏名
（団体等の場合）
	代表理事　▲▲　▲▲

	
	所在地
	〒xxx－xxxx
秋田県△△市□□×丁目×番×号

	
	設立年月日
（団体の場合）
	昭和XX年X月X日

	
	経営規模
	水田　50　　ha     畑　50　　ha

	
	主な生産物と販売先
	水稲（農協）、ネギ（農協）、

	
	団体の場合の構成員数又は組合員数
	30　名


２　申請の分類　
	(1)取組分野

	該当する項目に〇を記入
	計画商品数

	
	
	1 商品開発又は改良のみ
	

	
	〇
	2 商品開発と販路開拓
	２

	
	
	
	ア. テスト販売等の開発商品の販売を含む
	

	
	
	〇
	イ. 含まない
	

	
	
	③他の制度または自己資金により開発した商品の販路開拓
	

	
	
	
	ア. テスト販売等の開発商品の販売を含む
	

	
	
	
	イ. 含まない
	

	
	
	他の制度で開発した場合の制度名等
活用した制度名：
活用年度：
所管機関・団体等：

交付された助成金額（千円）：

	(2)助成率
	該当する助成率に〇を記入
	備考

	
	
	1/2
	

	
	
	2/3
	開発商品の販路が確定している場合

	
	〇
	2/3
	県が開発したオリジナル品種を活用した商品やサービス提供を行う場合

	
	
	2/3
	県が開発したオリジナル加工技術等を活用した商品またはサービス提供を行う場合

	(3)事業実施
期間
	１年間（1年間または２年間）

	
	１年目　
	交付決定日　　～　令和X年X月XX日　　　　　

	
	２年目
	　　　　　　


　
３　申請事業の概要
	事業の
テーマ
	（例）サキホコレを原材料とする新たな常温洋菓子の開発

	開発する商品・サービスの概要
	　お土産品として常温で持ち運べ、賞味期限が長い洋菓子には安定した需要がある。当社は洋菓子製造販売のノウハウがあり、お土産品として「▲▲」シリーズの商品展開を行い、販路を持っている。今回、「サキホコレ」の生産者である○○と連携し、サキホコレを原材料とする常温お土産向けの商品開発と販路開拓を行う。
・開発商品
①サキホコレの米粉を使ったロールケーキ
②サキホコレの米粉を使ったサンドクッキー


	実施体制
	




	実施項目
	（1） 配合、レシピの決定
小規模な試作と評価を繰り返し、それぞれ、最適な配合と組み合わせる素材等を決定する。
【ロールケーキ】
・米粉とその他の原材料（糖類、乳製品等）の配合比率を決定する。
・常温保存可能なクリーム等を検討し、決定する。
【サンドクッキー】
・記事の配合を決定する。
・サンドするクリームや他の素材（ドライフルーツ等）について検討する。

（２）量産試作および評価
　量産用ロットで試作を行い、食味等を評価する。評価結果により（１）の再検討を行う。
（３）検査
　検査機関に依頼し、栄養分析、一般生菌等と、賞味期限の検査を行う。
　検査結果により必要に応じて、配合や添加物の再調整を行う。
（４）商品企画決定、パッケージとチラシの制作
・パッケージ等のデザインを専門事業者に委託する。自社での市場調査結果と専門事業者の意見を取り入れ、商品企画（量目や数量等）を決定し、サンプルパッケージとチラシを作成する。
（５）展示会出展、販路開拓
・FOODEX JAPAN2025（2025年3月、東京開催）に出展し、新規販路の開拓をおこなう　

・既存の取引先にサンプルを送付する
・展示会やサンプル送付等で得られた意見を集約し、必要に応じて改良を加え、商品を完成させる。


４　開発する商品やサービスの狙うマーケットと現状分析
	「サキホコレ」のブランドイメージは首都圏にも浸透してきており、好意的に捉えられている。サキホコレを使ったお土産商品には、せんべいなどの米菓や、冷凍・冷蔵保存の洋菓子があるが、常温保存できる洋菓子は少ない。
　常温で持ち運べ、賞味期限が長いおみやげ商品には安定した需要が見込め、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



５　事業実施スケジュール
（１年目）

	項　　　目
	Rx.8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	Ry.1月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月

	（１）配合、レシピの決定

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	（２）量産試作および評価


	
	
	
	
	
	●
サンプル完成
	
	
	
	
	
	

	（３）検査

	
	
	
	●
	●
	
	
	
	
	
	
	

	（４）商品企画決定、パッケージ試作と販促物の制作

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	（５）展示会出展、販路開拓

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	●完成


（２年目）
	項　　　目
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


委託・外注計画書
	委託・外注の内容
	サキホコレの米粉への加工

	委託・外注の期間
	令和x年８月～１０月

	委託・外注（予定先）の名称
	名称　　未定

	
	所在地　未定

	委託・外注の
選定方法
	相見積もり

	委託・外注の
理由・必要性
	当社および連携先には、精米を米粉に加工する設備および技術を保有していないため、外注する。


	委託・外注の内容
	サンプル用パッケージおよびチラシデザイン

	委託・外注の期間
	令和x年１２月～令和y年１月

	委託・外注（予定先）の名称
	名称　株式会社○○△△

	
	所在地　秋田県△△市□□×丁目×番

	委託・外注の
選定方法
	単独随契
（理由）開発商品は、当社の既存のお土産品「▲▲」シリーズの新商品として販売予定であり、既存シリーズのデザインは全て同社に依頼している経緯があるため。

	委託・外注の
理由・必要性
	当社および連携先には、パッケージおよびチラシデザインの技術と設備がないため、専門業者に委託する。


※　委託･外注ごとに作成して下さい。
「委託･外注先の選定方法」とは、「単独随契」（内容が特殊で受注先を特定する場合）、
「相見積もり」（見積書による入札）等と記載して下さい。

Excel様式「1-5　支出計画」から転記





事業開始予定日は担当にお問合せください（事前相談時にお知らせします）





該当する方を残し、ほかは削除





直近２期分





該当する方を残し、ほかは削除





連携





農事組合法人▲▲


◆サキホコレの生産








株式会社○○


◆商品企画・製造


◆販路開拓・販売





委託





委託





デザイン事業者


◆パッケージ・


販促物のデザイン





製粉事業者


◆米粉への加工





状況により、複数回実施





サンプル送付（既存取引先、新規）


商品改良等





●FOODEX出展
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